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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月6日(2008.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンピュータを備える誤り訂正システムであって、
該コンピュータは、
ＣＴシステム（１０）内で伝送済みのデータ・サンプルで誤りを検出すること、
前記ＣＴシステム（１０）のスリップリングを介して伝送された誤りのある伝送済みのデ
ータ・サンプルを近隣のデータ・サンプルからの補間データで置き換えること、
を行うようにプログラムされている誤り訂正システム。
【請求項２】
前記異常データ・サンプルを近隣のデータ・サンプルからの線形補間データで置き換える
ようにさらにプログラムした請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
誤り検出の発生件数を追跡するようにさらにプログラムした請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
追跡したデータに対してトレンド分析を実行し障害を予測するようにさらにプログラムし
た請求項２に記載のシステム。
【請求項５】
前記データ・サンプルを位置特定すること、
前記誤りのあるデータ・サンプルをサンプル単位で近隣のデータ・サンプルからの補間デ
ータで置き換えること、
を行うようにさらにプログラムした請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
前記誤りのあるデータ・サンプルを該誤りのあるデータ・サンプルの伝送に先だってビュ
ー単位で近隣のデータ・サンプルからの補間データで置き換えるようにさらにプログラム
した請求項２に記載のシステム。
【請求項７】
スリップリング（３８）及びイーサネット・データバスのうちの少なくとも一方、並びに
データ記憶デバイス及びデータ記憶媒体のうちの少なくとも一方に関する障害を予測する
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ためにトレンド分析を実行するようにさらにプログラムした請求項４に記載のシステム。
【請求項８】
前記誤りのあるデータ・サンプルを近隣のデータ・サンプルからのより高次補間のデータ
で置き換えるようにさらにプログラムした請求項２に記載のシステム。
【請求項９】
前記誤りのあるデータ・サンプルを該誤りのあるデータ・サンプルの伝送に先だって横列
単位で近隣のデータ・サンプルからの補間データで置き換えるようにさらにプログラムし
た請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
１ビューあたりの誤りの数が所定のしきい値未満の場合に、異常なチャンネルのみを置き
換えること、
１ビューあたりの誤りの数が所定のしきい値を超えている場合に、あるビュー全体及びあ
る横列全体のうちの少なくとも一方を置き換えること、
を行うようにさらにプログラムした請求項１に記載のシステム。
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